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令和２年度 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服政策研究事業） 

  分担研究報告書(自治体肝炎ウイルス検査陽性者対策) 
 

甲府市における肝疾患対策と山梨県での治療終了者サポート事業 

 

研究分担者：井上 泰輔   山梨大学医学部第一内科・講師・肝疾患センター長 

研究協力者：中山 康弘   山梨大学医学部付属病院肝疾患センター・特任講師 

 研究協力者：有薗 晶子   山梨大学医学部付属病院肝疾患センター・看護師 

 研究協力者：金高 昌代    山梨県福祉保健部健康増進課 感染症担当・課長補佐 

 研究協力者：浅山 光一   甲府市役所福祉保健部生活衛生薬務課・課長 

    

研究要旨：山梨県甲府市は令和元年 4月に中核市へと移行し、保健所を新設した。肝

疾患対策として県内全市町村で行っている健康増進事業に加えて、人間ドックを受診

する希望者に市の独自事業での肝炎ウイルス検査と腹部エコーでの肝癌検診を施行

している。令和元年度のウイルス検査陽性者数/検査数は HBV で健康増進事業が

34/1120(3.04%)に対して独自事業では 75/5932(1.26%)、HCV では健康増進事業が

4/954(0.42%)、独自事業が 4/5923(0.07%)であり、独自事業受検者が 5～6 倍と多数

であった。令和元年度の肝がん検診は 13952名が受検し、要精検率は 3.9％、精検受

診率は 2.7％、肝がん確定が 1名、疑いが 13名、他部位がんが 13名に発見された。 

山梨県と山梨大学肝疾患センターとで平成 29年 10月から C型肝炎治療終了者サポ

ート事業を行っている。同事業ではファイブロスキャンを用いた肝硬度と脂肪化の評

価を無料で施行し、肝疾患コーディネーターが検査結果と継続通院の必要性を説明す

ることにより通院へのモチベーションに繋げている。またすでに脱落していたが本事

業の案内により再通院に繋がった症例も確認されている。 

A. 研究目的 

令和元年 4 月から中核市へと移行した山

梨県甲府市におけるウイルス肝炎・肝がん

についての取組みを検討した。 

山梨県と山梨大学肝疾患センターとで C

型肝炎ウイルスへの抗ウイルス治療終了者

を対象に定期通院へのモチベーション維持

や定期受診未受診者の再受診勧奨を含めた

保健指導システムを構築するため、ファイ

ブロスキャンを用いた肝硬度と脂肪化の検

査を無料で受けることのできる C 型肝炎治

療終了者サポート事業を平成 29 年 10 月か

ら開始しており、同事業の解析を行なった。 

 

B. 研究方法 

1.甲府市における肝疾患への取組み 

山梨県甲府市（人口 187913人）では肝炎

ウイルス検査を全市町村での健康増進事業

に加えて、平成 22年度から人間ドックを受

ける 30歳以上の国民健康保険加入者に対し

て独自事業として行っている。また令和元

年度からは独自事業対象者を後期高齢者へ

も拡大した。独自事業申込者へは過去の受

検の有無を自己申告で確認している。また

腹部超音波検査での肝がん検診を平成 14年

から 19 年までは県の補助事業、平成 20 年

度からは市独自事業として自己負担 1000円

で行っている。 

 

２．C型肝炎治療終了者サポート事業の解析 

平成 21年から開始された C型肝炎患者ウ

イルス肝炎治療費助成受給者を対象に、フ

ァイブロスキャンを用いた肝硬度と脂肪化

の測定を無料で行う「C型肝炎治療終了者サ

ポート事業」を平成 27 年 10 月に開始し、

山梨大学医学部附属病院でファイブロスキ

ャン検査を受託している。対象者に案内を

郵送し、希望者は申込書と同意書を返送し、
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県より受診券である「やまなし健康パスポ

ート」が発行され、山梨大学医学部付属病

院へ電話でファイブロスキャン検査日を予

約する。当日は肝炎コーディネーターが検

査結果を渡すとともに現在の通院状況の確

認と今後の継続通院の必要性を説明してい

る。ファイブロスキャンは肝硬度に応じて 1

年に 2回まで受けることができる。 

 

 
 

（倫理面への配慮） 

「C型肝炎治療終了者サポート事業」に関

しては県のホームページでの公開や、県や

国の協議会等で公表することを示した同意

書を取得している。 

 

C. 研究結果 

１.甲府市における肝疾患への取組み 

令和元年度に甲府市で行った肝炎ウイル

ス検査は HBVで健康増進事業が 1120人、独

自事業で 5932 人、陽性者はそれぞれ 34 人

（3.04％）、75 人（1.26％）であった。HCV

では健康増進事業で受検者 954 人陽性者 4

人（0.42％）、独自事業で受検者 5923 人陽

性者 4人（0.07％）であった。平成 14年度

に開始した老人保健事業でのウイルス検査

導入以降 73655 件の肝炎ウイルス検査結果

を把握している。 

 

肝がん検診は令和元年度に 13952 人に対

して施行し、要精検数は 550 人（3.9％）、

精検受診者は 379人（2.7％）であった。こ

のうち 1名で肝がんが確定診断さてており、

13 人が肝がん疑い・未確定であった。また

別の 13人で他部位がんが発見された。平成

14年度からの累計では25人に肝がんが見つ

かり、80人で他部位がんが発見されていた。 

 

２．C型肝炎治療終了者サポート事業の解析 

令和 3年 1月現在、C型肝炎に対する肝炎

治療受給者証利用者 2,469 人に事業開始案

内を送付し、申込書提出者は 752 人で、  

ファイブロスキャン検査受検者は延べ 327

人、実人数 268 人であった。肝硬度測定結

果は 10kPa 未満 275 人、10 以上 15kPa 未満

27 人、15kPa 以上 24 人であり（1 名測定不
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可）、10kPa以上が 15.7%、15kPa以上が 7.4%

とウイルス排除後でも高肝硬度症例が認め

られた。脂肪については CAP 値 200dB/m 未

満 110 人、200 以上 250dB/m 未満 131 人、

250 以上 300dB/m 未満 54 人、300dB/m 以上

31 人であり、26.1%で中等度の 9.5%で高度

の脂肪沈着を認めた。 

実人数 268 人中 36 人（13.4%）はすでに

定期受診から脱落していた。ファイブロス

キャン検査時に肝疾患コーディネーターか

ら定期受診の必要性の指導を受けた症例で

は定期通院への意欲を向上させ、脱落例で

も再通院に繋がっている。 

 

D. 考察 

甲府市でのウイルス肝炎検査事業を解析

して、市独自事業で健康増進事業よりも多

数が受検していることが確認された。この

独自事業の結果は県全体での解析へは十分

に反映されておらず、全県さらには全国の

自治体によるウイルス肝炎検診の全体像を

把握する際には統合した解析を行なう必要

がある。 

C 型肝炎ではウイルス排除例が増加して

おり、それに伴い定期通院から脱落する症

例も増加する可能性がある。C型肝炎治療終

了者サポート事業では、ファイブロスキャ

ン検査を無料で受けられることにより、定

期通院のモチベーションを上げ、またコー

ディネーターが通院継続指導を行うことに

より脱落者を減らし、ウイルス排除後にも

肝硬変、肝がんへと進行する症例を囲い込

めることにつながると期待される 

 

E. 結論 

甲府市では健康増進事業を上回る肝炎ウ

イルス検査を独自事業で行っていた。県全

体での解析に統合すべきである。 

C 型肝炎治療終了者サポート事業はウイ

ルス消失後の通院継続と肝がん高リスク群

の囲い込みに効果が期待される。 

 

F. 政策提言および実務活動 

＜政策提言＞ 

なし 

＜実務活動＞ 

山梨県の肝疾患診療連携拠点病院である

山梨大学医学部付属病院肝疾患センター長

として、全国の肝疾患診療連携拠点病院連

絡協議会、山梨県肝炎対策協議会、山梨県

地域両立支援推進チーム等で肝炎撲滅のた

めに活動。  

 

G. 研究発表 

1. 発表論文 

なし 

 

2. 学会発表 

* 山本知恵、渡邉拓也、渡辺亜矢子、       

遠藤雄子、三科進吾、河西文子、        

浅山光一、古屋好美、中山康弘、        

井上泰輔、榎本信幸. 

甲府市における肝がん・肝炎対策につい

て～一般市から中核市の取り組み～  

肝臓61巻Suppl.1 Page A259, 2020 

 

* 井上泰輔、中山康弘、榎本信幸.  

本県のC型肝炎撲滅への地域別対策. 肝臓

61巻Suppl.3 Page A782, 2020 

 

3. その他 

啓発資材 

* サポート事業案内の資料 

https://search.jamas.or.jp/index.php
https://search.jamas.or.jp/index.php
https://search.jamas.or.jp/index.php
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山梨県からのお知らせ（C型肝炎治療終了

者サポート事業の御案内） 

医療費助成を用いてC型肝炎治療を修了

した方へ送付。 

* 受診券（やまなし健康パスポート） 

サポート事業参加同意者へ送付。 

  

啓発活動 

* 雨宮令子、山本知恵、渡邉拓也、         

渡辺亜矢子、遠藤雄子、三科進吾、      

河西文子、浅山光一、古屋好美、        

中山康弘、井上泰輔、榎本信幸. 

甲府市における肝がん・肝炎対策につい

て～一般市から中核市の取り組み～  

令和2年度肝炎対策地域ブロック戦略  

合同会議 関東甲信越支部  

令和2年10月 WEB開催 

* 井上泰輔 司会 令和 2年度 肝疾患拠点

病院 医療従事者研修会  

令和 3年 3月 11日 主催：山梨大学医学

部付属病院肝疾患センター 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得  

なし 

2. 実用新案登録  

なし 

3. その他  

なし 

 

 


